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1． は じ め に  
本稿で考察しようとする並立助詞「と」と「や」は，外国人学習者向けの日  
本語教科書では，初級の，それもかなり早い課で取り上げられる項目である。   
次にかかげるのはジョpデンの『Japanese：The Spoken Language』1）の  
「と」についての文法説明の一部である。  
In this section，Weintroduce the phrase－particle to as a connector   
ofthelmmediatelyprecedingnominaltoa following nominal：   
／nominalA＋110miIlalB／＝‘Bwith A’，i，e．‘A and B’．  
同じく「や」については次のように説明されている。  
／NominalA＋ya十nominalB／＝‘A and B and others of a＄imi1ar  
kind’，‘A and B and so on’，‘A and B atnong others’，‘itemslike  








そんなところほ昼型   である。日本に神社とお寺がたくさんあるのに，  







ういうところほ結婚式や葬式のための施設でしかないらしい。   
留学生Jは，下線部に示された並立助詞「と」「や」は両方知っており，（1）  








「神社やお寺がたくさんあるのに」にしてほしいところである。  なくて，   





（2）’日本人ほ正月には神社やお寺に行く。   
次の（3）は留学生Eの作文の→部であるが，これらも日本人にとっては少  
し首を傾げたくなる「と」の使い方で，（3）’のようにしたいところである。  
（3）でも今は日本の生活と日本人にもっと慣れてきて，  日本の社会と日本   








（4） a．机の上に鉛筆とノートがある。  
b．机の上に鉛筆やノートがある。  















ついても考えてみたい。   
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2．並立助詞と「と」と「や」  
『日本文法事典』の並立語の項には次のような説明がある2）。  

















父と語る。   友と遊ぶ。  
甲は乙と等しい。  
あなたと一緒に参りましょう。  
月と花とを賞す。 京都と大阪と長崎へ行く。  
時枝誠記は「と」を格を表す助詞，「や」を限定を表す助詞に分類している㌔  






















歯車と各種のメカニズムをくみあわせた大規模  （7）油しばりの塊根など，   
のものが，すでに一八世紀にほ出現しております。   （日本）7〕   
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しかしここには，人間と自然が共  （9）いずれも簡単なことではあるまい。  




る。   
3．「や」について   
1で見た日本語教科書の説町や 寺村の言う，  
「と」がそのセットメンバーすべてをあげるのと違って，「や」は，その   
ほかにも同類のものがあるという意味を含んでいる。   
という説明だけでほ，留学生JやEの誤りを説明することはできなかった。外  
国人学習者の頭の中にほ次の図式があるようである。  
a．Japanese people goto  
shrines and temples，  





日本人はBをa の意味にもbの意味にもとっており，B－aの場合が外国人  
にほむずかしいようである。   
ここで問題となるのは，BをBaととるか，B－b ととるかの判断の仕方で  
ある。たぷん人によっては判断が異なる場合が出てこよう。   








策をしらなかったため，気がついてみると，・・  （日本）  
（12）日本では，むかしから，全国の神社や寺院に，庶民が絵をかいた折を  
奉納する習慣がありますが，  （日本）  
（13）第二次大戦後，民間人を含めて二千百万人以上が戦争や武力紛争で死  
亡したそうだ。  （天声）  





のだ。  （天声）  













は大きく分けると次のように分炉される。   





5）話し手の心的態度   
次に上記の1）～5）について検討していこう。  




















ナチスの残虐行為や強制収容所のこと   




るだろうがそこを「戦争」「武力紛争」と大きく上位概念の語でまとめてい る。  
下位概念の太郎や次郎でなく上位概念の「子や孫」，下位概念の伊勢神官や清  
水寺でなく上位概念の「神社や寺院」を使っているのも同じことであろう。  
















（19） a． きのう行ったのほ西武と伊勢丹だ。  
b．？きのう行ったのは西武や伊勢二丹だ。  
（19b）では，次のように続けると文が落ち着く。  
（19）b’．きのう行ったのほ西武や伊勢丹であって，三越ではない。   
















＜条件節＞   
条件節も前置き的な性格を持つ。話し手の言いたいことはむしろ後ろに続く  
文である。  
（10）ヨーロッパヤアメリカの先進国と比べても，少しもみおと り しない  
（22）フランスやドイツが成功したのなら，日赤も近代化に成功したとして  
も，不思議ではないでしょう。  （日本）  
（23）気息の絶え絶えになっているのを発見して水やまたたびを飲ませたら  
一時ほ回復した。  （猫）  
（24）しかし牛乳や山羊乳が手に入らなけれは，  （助詞）  
（25）これは固ゆでや生ほいけません。  （助詞）  
「や」と「と」に置き換えても意味的にほ大差はないようであるが，条件節   
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を軽く流して主節に入るという意味では「や」のほうが落ち着くと言える。  









せん。  （日本）  








俳句や和歌の世界とは別に，・  （軽薄）  
ヒトラリズムやプロレタリアの独裁の信奉者にとってこの吾が面白く  





（32） 田中や山田はあてにならない。  
？田中と山田はあてにならない。  
（33） 田中や山田は論外だ。  
？田中と山田は論外だ。   









んじさえした。  （山坂魚）  
（35）ただ一つ困った事にはこの僧侶のようなまにもやほり春の目ざめる日  
はあった。さかりがつくと彼は所かまわず尿水を飛ばして塑空革具を  
よごした。  （猫）  
（36）その結果，岩屋の壁は水あかにまみれて滑らかに感触され 狛ま彼白  
身の背中や尻尾や腹に，ついに苔が生えてしまったと信じた。  
（山椒魚）  
（37）電車やバスをのりつぐ。  （例解）  











「や」のはうがふさわしい。   
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（4） c．机の上に鉛筆やノートなどがある。  















は話し手のものごとのとらえ方次第で，「すべて列挙の「や」」が使われると言   
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えそうである。  


























んと愚かな習性を持っていたことであろう。   






良雄塞が今も現代史資料館にきちんと保存されている。  ナチスの残  
虐行為や強制収容所のことを子どもたちはかいている。 （天声）   
4．「と」と「や」と留学生の誤用  
今までの考察から，1で見た留学生の誤用は次のように説明できる。  













1） 2つあるいはそれ以上の，名詞，形容詞，動詞，（名詞＋）判定詞を，  
平等の資格で結び付ける。  
2）平等の資格で結び付けられたものを，全体としてその文中の1つの構  
成要素とする。   
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3）並立助詞の用法の共通点，相違点を説明するための基本的概念は「セ  











1 同じ重みのもの，同列のもの，同資格のものが並べられない。   
2 「Nl＋並立助詞＋N2．」というとき，NlとN2の出しカの順序がわか  
らない。   
3 Nl，N2を並べられたとしても，表現丸 文法力の不足で語の補いが  
必要である。   
4 並立助詞を多用し，名詞をむやみに並べたてる。  
＜並立助詞，並立語の問題＞   
5 NIN2を結ぷ助詞，語の選択が不適切である。  
＜述語との関係＞   
6 「Nl並立助詞N2」を受ける助詞や述部が不卜分で正しくまとめられな  
い。  
＜並列部分の問題＞   
7 「NlとN2」「NlやN2」が修飾語を受ける場合，またそれ白身が修飾  
語になって後ろにかかっていく場合，構文的に不正確になる。  
次に留学生の作文を紙幅の許す限りかかげる。留学生が並立助詞「や」「と」  









－ナ予習や復習（1）  →よい学校や大学（1）  
（43）私が日本人といっしょにキャンプに行ったときに，ある朝，皆が遡塵   
」皇 
充満した。→納豆で朝食をとっている（1，3）  
三 いてやSFや小説を読んで，米国のフォルチエネとタイムと  （44）経歴些   
言う雑誌を読みました。→経済の本や，SFや小説，また米国のフヵ・一一  
チエンやタイムという雑誌も（3，5，7）  
（45）タイやマレシアと中国の東南海岸とアメリカの西海岸と′、ワイを  行た  

















地方の衣装を見たり，（3，5，6）  →別の生活や文化（1，5，   
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7）  
おいしい中華料理と楽しい買物をいろいろがあて有名です。→おいし  （51）  
い中華料理や買物も楽しめ，（1，5，6）  






挙の「や」」ほむずかしいものにちがいない。   
また，留学生の誤用が示すように，並立助詞として，同じ性質のものを，同  
じ資格でもって並べ，なおかつ文の中で構文的に正しく位置づけるということ  











日東とは何か→日本  軽薄のすすめ→軽薄  
猫の死→猫  天声人語→天声  
現代語の助詞・助動詞→助詞  日本語教育事典→教育  
現代国語例解辞典→解例  
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